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資料２ 

由比ヶ浜海岸

国指定史跡 
和賀江嶋 

材木座海岸 
建設候補地 

坂ノ下 舟揚場・網置場 

漁港建設後も漁船、漁具の保管
場所として有効活用する。 

材木座地区 

・残存機能：ワカメ漁 
・利用期間：11 月～4月初旬 
     （最盛期：2,3 月） 
・漁具倉庫（浜小屋）は飯島地区
からの移転を含めると現状の占
用面積の 6割程度（12 棟→7棟）
を残存させたい。 

材木座 舟揚場・網置場 

漁港建設後も漁船、漁具の保管
場所として有効活用する。 

飯島 舟揚場・網置場 

漁港建設後も漁船、漁具の保管
場所として有効活用する。 
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シラス曳網漁船３隻 

全て新たな漁港に移動 

坂ノ下地区 

海岸の浜小屋、ワカメ干場、漁船
漁具の全てを撤収し、新たな漁港
に全機能を移行させる。 

凡  例 

     現在の機能をそのまま維持する箇所 

     全ての機能を新たな漁港に移行する箇所 

     一部機能を除き新たな漁港に移行する箇所 

材木座地区 

ワカメ漁を除く他漁業の全機能
を新たな漁港に移行させる。 
※将来的には全ての機能を新た
な漁港へ移行させる。 飯島地区 

ワカメ漁は、材木座地区への統合
を検討とすることとし、その他漁
業の全機能を新たな漁港に移行
させる。 
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【参考】浜小屋の占用状況と撤去（漁港への移行）予定 

① 坂ノ下地区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 材木座地区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ 飯島地区 

 
 
 

凡  例 

     新たな漁港へ移行または撤去予定 

     現状規模を維持：浜小屋の移動はあり得る 

     現状規模を縮小：浜小屋の移動はあり得る 

 ①坂ノ下地区 23 棟 約 860 ㎡ 23 棟 約 860 ㎡ 0 棟 約 0 ㎡

 ②材木座地区 12 棟 約 450 ㎡ 7 棟 約 250 ㎡ 5 棟 約 200 ㎡

 ③飯島地区 6 棟 約 150 ㎡ 4 棟 約 90 ㎡ 2 棟 約 60 ㎡

合計 41 棟 約 1,460 ㎡ 34 棟 約 1,200 ㎡ 7 棟 約 260 ㎡

海岸へ残存

※海岸管理者に占用許可を受けている建築物（ウィンチ小屋を含む）の棟数および面積を示している。
※飯島地区で残存予定の2棟については、一部を縮小しつつ最終的には材木座地区に集約したい。
※材木座地区の浜小屋による占用は、飯島地区からの約60㎡程度（2棟）の移動を考慮すれば、約260㎡
 　現状面積の58％としたい。
※新たな漁港で整備する漁具保管施設の面積は、現状の浜小屋の外に置かれた漁具・資材も含めて検討
　 したい。
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